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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成21年8月20日(2009.8.20)

【公開番号】特開2008-17897(P2008-17897A)
【公開日】平成20年1月31日(2008.1.31)
【年通号数】公開・登録公報2008-004
【出願番号】特願2006-190060(P2006-190060)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｇ   7/05     (2006.01)
   Ａ４７Ｃ  21/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｇ   7/06    　　　　
   Ａ４７Ｃ  21/08    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成21年7月7日(2009.7.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベッド（Ｂ）の側部に装着して使用する介助装置（１）において、ベッド（Ｂ）の嵌合
孔（ｈ，ｈ）に装着される基部フレーム（２）を備え、この基部フレーム（２）にはベッ
ド（Ｂ）上で仰臥する使用者（Ｕ）の腰部またはベッド（Ｂ）の腰受と背受の屈曲部の側
部に位置する支柱（５）と、ベッド（Ｂ）の脚側端部に位置する支柱（６）が一体に形成
されており、前記支柱（５）には支柱（５）周りに回動自在となるよう第一回動手摺部（
３）を設け、前記支柱（６）の上端にはベッド（Ｂ）の長手方向に略平行な水平軸周りに
回動自在となるよう第二回動手摺部（４）を設け、これらの回動手摺部（３），（４）は
所定の角度で固定できるようにロック装置（１８），（３８）がそれぞれ具備されており
、これらの回動手摺部（３），（４）により少なくともベッド（Ｂ）側部を閉塞する状態
と、前記第一回動手摺部（３）をベッド（Ｂ）の外方に回動するとともに、前記第二回動
手摺部（４）を垂下した状態から上方回動することによりベッド（Ｂ）の使用者（Ｕ）の
腰部から足先までの側方が開放された状態となるよう構成したことを特徴とする介助装置
（１）。
【請求項２】
　上記第一回動手摺部（３）を基部フレーム（２’）に具備し、上記第二回動手摺部（４
）を別の基部フレーム（２’）に具備したことを特徴とする請求項１に記載の介助装置（
１）。
【請求項３】
　ベッド（Ｂ）の側部に装着され、ベッド（Ｂ）の脚部側にベッド（Ｂ）の長手方向に略
平行な水平軸周りに回動自在な第二回動手摺部（４）と、この第二回動手摺部（４）に隣
接するとともに垂直軸周りに回動自在な第一回動手摺部（３）と、この第一回動手摺部（
３）に隣接するサイドレール（Ｓ）によってベッド（Ｂ）の側部全面を閉塞可能に構成し
たことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の介助装置（１）。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は、上記課題を解決するために、請求項１の発明では、ベッドＢの側部に装着し
て使用する介助装置１において、ベッドＢの嵌合孔ｈ，ｈに装着される基部フレーム２を
備え、この基部フレーム２にはベッドＢ上で仰臥する使用者Ｕの腰部またはベッドＢの腰
受と背受の屈曲部の側部に位置する支柱５と、ベッドＢの脚側端部に位置する支柱６が一
体に形成されており、前記支柱５には支柱５周りに回動自在となるよう第一回動手摺部３
を設け、前記支柱６の上端にはベッドＢの長手方向に略平行な水平軸周りに回動自在とな
るよう第二回動手摺部４を設け、これらの回動手摺部３，４は所定の角度で固定できるよ
うにロック装置１８，３８がそれぞれ具備されており、これらの回動手摺部３，４により
少なくともベッドＢ側部を閉塞する状態と、前記第一回動手摺部３をベッドＢの外方に回
動するとともに、前記第二回動手摺部４を垂下した状態から上方回動することによりベッ
ドＢの使用者Ｕの腰部から足先までの側方が開放された状態となるよう構成したことを特
徴とする。
　また、請求項２の発明では、上記第一回動手摺部３を基部フレーム２’に具備し、上記
第二回動手摺部４を別の基部フレーム２’に具備したことを特徴とする。
　さらに、請求項３の発明では、ベッドＢの側部に装着され、ベッドＢの脚部側にベッド
Ｂの長手方向に略平行な水平軸周りに回動自在な第二回動手摺部４と、この第二回動手摺
部４に隣接するとともに垂直軸周りに回動自在な第一回動手摺部３と、この第一回動手摺
部３に隣接するサイドレールＳによってベッドＢの側部全面を閉塞可能に構成したことを
特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また、前記第一回動手摺部３は、中空パイプをループ状に湾曲させた手摺枠体１４と、
該手摺本体１４の継ぎ合わせ部に固着され下面に前記菊座受部５ａの歯列と噛み合う歯列
１５ａを有する筒状の基部１５からなる。第一回動手摺部３は、この筒状の基部１５を前
記菊座受部５ａと一体の嵌合軸部９に嵌合することにより該嵌合軸部９周りに回動可能に
基部フレーム２に取り付けられる。なお、１６はスカートであり、この菊座受部５ａと歯
列１５ａとの間に異物が入り込まないようにするものである。また、１７は手摺プレート
であって、ベッドＢの使用者Ｕの手や布団などが不用意にベッドＢからはみ出さないよう
にするためのものである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　また、前記第二回動手摺部４は、中空パイプをループ状に湾曲させた手摺本体２７と、
該手摺本体２７の継ぎ合わせ部に固着され反第一回動手摺部３側に回動軸受２６の爪部２
６ｄ，２６ｄ，・・・に噛合する爪部２８ａ，２８ａ，・・・を有する筒状の基部２８か
らなる。さらに、この基部２８内には段付軸２９が一体となるように固着されている。な
お、３０は手摺プレートである。この手摺プレート３０も前記第一回動手摺部３の手摺プ
レート１７と同様に、ベッドＢの使用者Ｕの手や布団などが不用意にベッドＢからはみ出
さないようにするためのものである。


	header
	written-amendment

